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建設業の労働災害死亡者数は、全産業の死亡者数の約3割を占める状況にあり
ます。港湾空港関係直轄工事においても、昨年度は全国で2件の死亡事故を含む
38件の死傷事故が発生していることから、より一層の事故防止対策の強化を図
る必要があります。

そのため、当事務所では、7月26日（水）に当事務所発注の工事受注者を一
堂に集めて、「三河港湾事務所 工事安全大会」を開催しました。当大会で
は、港湾工事における安全対策の充実、安全意識の向上、安全管理のより一層
の徹底を図り、『無事故・無災害の港づくり』の現場にすることを目的として
おり、当日は約80人が参加しました。

『無事故・無災害の港づくり』を
参加者全員で決意

7月17日（月・祝）にポートインフォメーションセンター「カモメリア」及
びその周辺にて、「豊橋みなとフェスティバル2017」が開催されました。

当事務所長平澤からの挨拶

当日は天気も良く、会場内では海上保安庁巡視艇
「あゆづき」の一般公開や三河港クルーズ、臨海部に
立地する企業の施設の見学ツアー、東三河観光物産展
など様々な催しが行われ、多くの家族連れでにぎわっ
ていました。

当事務所のブースでは、事業に関するパネル、地震
によって起こりうる津波、液状化の実験装置の展示を
行い、子供から大人まで多くの方に実験を体験しても
らいました。津波や液状化の仕組みに加え、津波実験
では、防波堤の有無による津波の大きさを比べてもら
い、防波堤の役割についても知っていただく機会とな
りました。 液状化実験の様子

津波実験の様子

今回は、愛知労働局 久住地方産業安全専門官、三河海上保安署 林次長、中
部地方整備局港湾空港部 野口港湾空港整備・補償課長による講話や、受注各社
からの安全対策に関する取り組みの報告等を行いました。

当事務所では、これからも意識を高めて、『無事故・無災害の港づくり』を
進めて行きます。

開会式の様子

こういったイベントを通じて、地域住民の方たちの防災に関する意識の高揚、
港の役割や整備への理解につながれば幸いです。当事務所では、今後も広報活
動に取り組んで参ります。
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海とみなとの相談窓口三河港湾ギャラリー

作品No.53 海上保安庁巡視艇
「あゆづき」の放水訓練

（みなとフェスティバル2017）

7月25日（火）に、高浜市の市民団体「渡し場かもめ会」主催の「衣浦の海の環境教室」が行われ、児童とそ
の保護者計22名が参加されました。本イベントは、子供たちに海の環境への関心と理解を深めてもらい、自然を
守ろうという意識を持ってもらうこと、船に乗り普段見ることのない海上から港の様子を見てもらい、港につい
て学ぶことを目的に毎年行われていて、当事務所職員も講師として参加しています。

当日は2班に分かれ、当事務所の港湾業務艇「しおさい」と「富士丸」に乗船し、
衣浦港内で透明度板を用いた透明度調査や、当事務所作成の採水器を用いて海水を
採水し、簡易な水質調査を体験してもらいました。子供たちは「僕がやる」と言い
道具を手に取るなど、積極的に調査に協力してくれました。水質調査の後は、衣浦
の海の現状、三河湾の環境について解説を行い、子供たちに海の環境について学ん
でもらいました。

採水の様子 解説を真剣に聴く子供たち

参加者の皆さんで記念写真

透明度調査の様子

当事務所では、今後も三河湾での環境
学習等の取り組みを支援していきます。質疑・アンケートより参加者の方のご意見

・衣浦の海が汚れていることが数字で表されたところが勉強になった。
・干潟を増やし、アサリの住むことの出来る環境を増やすことで、きれ

いな海にしてほしい。
・アサリは汚れた水をきれいにするということだが、アサリは汚れたも

のを食べても平気なのか？

アサリは海水を体内に取り込み、えらで、海水の中の
栄養となるものとそうでないものを選別します。
そうでないものは他の生き物が食べられる状態にして、
きれいにした水と一緒にはき出します。
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